
各市町村の取り組み

資料４



山形市の取組状況

市民の迅速かつ適切な避難に役立ててもらえるよう、対象世帯への防災ラジオの配付及び
ハザードマップの周知を行いました。
また、浸水被害を軽減するため、排水ポンプ車の配備を行いました。

１ 防災ラジオの配付について

2 ハザードマップの説明会について

３ 排水ポンプ車の配備について

山形市洪水ハザードマップ普及促進パネル展を開催しました。

また、出前講座や視覚障がい者向けの説明会を実施し周知を行いました。

携帯電話を持たない人に対して迅速に緊急情報を伝達するため、緊急時にＦＭ放送から自動

起動により緊急情報を放送する防災ラジオを配備し、市民への情報一斉伝達手段の更なる充

実を図りました。

【配付先】 平成２８年度 融雪型火山泥流避難区域、平成２９年度 土砂災害警戒区域、

平成３０年度 浸水想定区域、令和元年度 馬見ヶ崎川、須川、村山高瀬川流域、

令和２年度 立谷川流域、令和３年度 犬川、恥川流域

近年多発する大雨などによる浸水被害を軽減するため、30㎥/minの排水能力を持つ排
水ポンプ車を配備し、令和４年度より運用を開始しました。
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山形市の取組状況

須川沿川において令和元年と令和２年に連続で浸水被害が発生したことから、被害を軽減
するため、排水ポンプ車（30m3/min級）を配備しました。

１ 排水ポンプ車の配備について
導入経緯

運用

・排水ポンプ車の運転維持管理を、市内の業者に委託をしております。
・災害時に迅速な対応ができるよう、泉川排水樋門において、7月1日に
市職員と受託業者及び樋門操作員で排水訓練を実施しました。

現在、内水解析の結果をもとに水害対策を検討しています。

令和元年東日本台風、令和2年7月豪雨と2年続けて大雨による被害に
見舞われ、須川沿川では内水による浸水被害が多数発生しました。
今後も降雨量の増大や水害の増加傾向は続くと予想されていることから
排水ポンプ車を導入し、被害の軽減と復旧体制の強化を図りました。
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米沢市 避難所開設訓練

避難所開設訓練を開催しました。

１. 開催日時・対象

・令和３年度において５回開催

・対 象 各地区の自主防災組織、市職員

（広幡地区、愛宕地区、窪田地区、上郷地区、三沢地区）

３. 状況写真

２.避難所開設訓練について

・災害が発生した場合を想定し、避難所担当となってい

る市職員と各地区の自主防災組織が共同して避難所を

開設する訓練を行う。

・訓練内容

１．避難者受付及び避難者名簿の作成

２．電話の不通を想定し、防災無線を利用した市への行

方不明者の救助要請

３．ダンボールベット及びパーティションの設置訓練

４．コロナ対策による検温、手指消毒

・実際に避難所を開設することで、防災資機材の配置場

所や種類、数量、使用方法を確認することが出来た。

避難所開設訓練の様子
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令和４年度 鶴岡市自主防災組織指導者講習会

町内会・住民会等単位の自主防災組織指導者を育成するとともに、組織の強化を図るため
の講習会を実施（年４回）。6/18に一回目の講習会を実施しました。

１. 開催日時・対象

・令和４年６月１８日（土） 9:30～12:30

・受講対象 地域（町内会・住民会等）において、

防災活動やコミュニティ活動のリーダー

もしくはサブリーダー的立場にある者。

３. 状況写真

２. 講習会について

・鶴岡市の素因から紐解き、当市で起こりうる災害リスク

を学習。その災害リスクから地域の防災を考え、災害へ

の備え～避難所運営までを講義いただいた。

（山形大学講師）

・避難所の開設・運営と、災害時避難行動要支援者個

別計画について、担当市職員より説明。自主防災組織

に協力を仰いだ。

講習会の様子
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鶴岡市水害危険箇所現地視察

起こりうる水害に対し、迅速かつ的確に業務を遂行できるよう、新任職員を対象に、過去に
水害のあった箇所の現地視察を実施。

１. 開催日時・対象

・令和４年４月２５日（月） 13:00～17:00

・参加者 新任の防災担当職員

土木担当職員

雨水担当職員

３. 状況写真

２. 現地視察について

・過去に内水被害や外水被害のあった箇所に行き、被

害時の写真と見比べ、周囲の河川や水路との因果関係

を学ぶ。

・水害に対するハード面での対策をしている箇所も併せ

て視察し、担当職員から説明をしてもらい、水害につい

ての理解を含める。
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水位監視システムの導入について ～排水施設維持管理事業及び排水施設改修事業～

〇現在、大雨の際の道路冠水被害は、市民による通報又は市職員の巡視によって把握している。
〇通報や巡視では、道路冠水の発生から市民への情報提供までに時間を要することから、市民の
逃げ遅れや自動車等の浸水被害が生じている。
〇特に、近年増加している短時間での豪雨では、事前に市職員を巡視させることが難しく、市民
への情報提供が遅れている。

１ 現状と課題

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

２ 事業内容

〇大雨の際に越水の恐れのある泉町地内排水路、家際排水路、札谷地排水路、本溝排水路、鵜川
排水路、広野排水路の計6か所に危機管理型水位計を設置する。
〇取り付けられた無線通信機を通じてリアルタイムで排水路の水位データをインターネット（危
機管理型水位計運用システム）で公開する。

ハンギングバスケットのイメー
ジ

～令和4年度事業スケジュール(予定)～

道路の冠水状況をリアルタイムで把握し、今よりも早い段階で市民への情報提供を行う
ことで、自動車等の浸水被害や市民の逃げ遅れの無い地域を実現したい。

〇大雨の際に冠水頻度の高い豊里、泉町、東泉町、富士見町一丁目、富士見町二丁目、若浜町、
末広町、東栄町、東中の口町、亀ケ崎三丁目、亀ケ崎四丁目、千石町、錦町の計13か所に浸水セ
ンサを設置する。
〇一定の浸水を観測した場合、取り付けられた無線通信機を通じて自動的に酒田市職員及び市民
にメールで通知を行う。（令和４年度は市職員までの通知、現場実証を経て令和５年度以降に市
民へ通知予定）

（２）危機管理水位計

（１）浸水センサ

事業の仕様検討

関係部門・団体と協議

関係規定等の検討

公告・入札 運用
設置工事

（運用テスト等を含む）

浸水センサ及び危機管理型水位計のリアルタイムデータを活用して市は、道路冠水が生じる
前に避難情報を発信する。また、市民もメール及びインターネットから情報取得が可能となる。

≪引用元≫(一財)河川情報センターホームページ：http://www.river.or.jp/riverwaterlevels/img/pamphlet.pdf

【新設】 ※三重県伊勢市の「浸水状況共有システ
ム」を参考に、本事業の継続的な実施を
目指し、事業を構築していく

≪引用元≫中部地方整備局 三重河川国道事務所調査課：“簡易型浸水センサ等を用いた浸水状況共有
システムの現場実証” .https://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/2021kannai/pdf/re10.pdf
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新庄市 令和4年度防災関連主要事業

１.可搬式排水ポンプ整備事業（事業費4,184,000円）

• 本合海地区をはじめとする内水氾濫に対応するため、排水能力２．５立方メートル／分の可搬式ポンプ

２台を整備予定

３.新庄市総合防災訓練

２.主防災組織育成補助事業（事業費2,500,000円）
• 自主防災組織の育成と活動支援のため、助成金を交付（新規20万円、2回目以降事業費の1/2か

5万円のいずれか少ない額）

• 期日 R4.10.16 会場 升形小学校 内容 土砂災害を含む各種訓練
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寒河江市の減災に係る取り組み

開催日時及び会場、参加者数、実施内容等

■ 市職員を対象にした指定避難所開設訓練を開催した。

開催日 令和４年６月６日（月） 、７日（火）

参加者数 ９８名（市職員のみ）

実施内容 避難所の開設から２４時間の初動期の業務を

想定した開設訓練を行った。

◇避難所の開設について説明

◇受付手順の確認、模擬訓練

◇屋内テント、段ボールベッド設営

◇防災備蓄倉庫の見学、備蓄品の説明

実施結果

受付の混雑、混乱が想定されるため施設管理者との連携や

健康状態のチェック、避難者カード記入等の流れを実践し、

いざという時の心構えと運営についての理解を深めた。
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寒河江市の減災に係る取り組み

内 容

■ 防災マップを作成して全戸配布した。 （従来の防災マップとハザードマップを合体）

◇ 災害学習を目的とした内容とし、避難所一覧・ライフライン等連絡先、

避難行動ガイド、警戒レベル、地震・風水害対策、土砂災害・洪水情報、

非常時持出品の準備チェック、防災情報入手方法、わが家の個別避難

計画記入欄等を掲載した。

◇ 主な変更点

・寒河江川と沼川の浸水想定区域を追加

・福祉避難所一覧を追加し、マップ上に記載

・防災情報の入手方法、５段階警戒レベル、避難行動判定フローを追加

■ マイタイムライン作成研修会を実施した。

⑴開催日 令和３年５月３１日（月）

⑵実施内容 南部地区町会役員等を対象として、マイタイムライン作成研修会を実施

した。作成キットを使用し、台風接近による大雨の影響により、最上川氾

濫の恐れがある場合を想定した。
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寒河江市の減災に係る取り組み

開催日時及び会場、参加者数、実施内容等

■ 洪水に備えて水防工法訓練を実施した。

開催日 令和４年５月２２日（日）

参加者数 約１００名（市消防団水防隊）

実施内容 洪水警報の発表により、消防団水防隊が各河川の

巡視中、寒河江川において越水の危険箇所を発見

した想定で水防工法訓練を実施した。

◇消防署員による訓練指導

・土のう作り

・改良積土のう工法

・防水シート工法

実施結果

土のうに水が入るのを防ぐ為に結び口を下流側に向けて土

のうを積む点に留意するなど、水防隊員は、真剣に消防署員

の指導を聞いて技術を学んだ。訓練を継続的に実施し、速や

かな水防活動に繋げていく。
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上山市 減災に関わる取り組み

■ 避難所勤務職員に対し、令和２年度から毎年、避難所の開設・運営訓練を行い
災害時等における迅速かつ円滑な避難所の開設・運営能力の向上を図った。

１ 開催日時・会場・参加者

２ 訓練内容

４. 訓練写真

〇令和４年５月２４日（火） 午後２時～午後３時３0分
〇上山市役所 大会議室
〇避難所担当職員 約７0名

３ 訓練成果

〇避難所の開設から運営までの一連の流れを確認する
とともに、その能力を向上
〇避難所開設資材の取扱能力の向上

訓練全般説明 検温から健康チェック

簡易テントの設置 タブレットの使用法

〇避難所開設訓練
〇避難所運営訓練
〇避難所開設資材の取扱い
・段ボールベッド及びパーティションの組み立て
・簡易テントの設置
・タブレットの使用法
（本部と避難所の連絡手段として、令和３年度導入）

５ 更なる円滑な避難所開設のために

〇現場確認が必要（担当する避難所）
〇公民館（事務長等）との意見交換（役割分担等）
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村山市の減災に係る取組み

■村山市地域防災計画の改定（令和３年度取組み、令和４年５月改定）
・風水害対策編の基本方針に「最上川中流・上流緊急治水対策プロジェクトの推進」を明記

■要配慮者利用施設の避難確保計画作成の推進
・地域防災計画に記載の要配慮者利用施設について、令和３年度中に作成するよう働きか
け、全ての施設において作成済となる。地域防災計画の令和４年５月改定に伴い、新たに作
成が必要となる１５施設については、令和４年度中の作成を目指す。

■マイ・タイムラインの普及・促進
・令和２年１０月から配置した防災専門員から、「わたしの防災対策マイ・タイムラインを作っ
てみよう」と題し、出前講座を開催。令和３年度、４回開催し６６人受講する。

1. 実施内容

2.状況写真

出前講座の様子地域防災計画の改定
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長井市 緊急情報システム機能の強化

新庁舎災害対策室に防災情報システムを整備しました。

１. 契約状況について

・工 事 名 防災情報・映像・音響システム整備工事

・契約年月日 令和３年８月２６日

・工 期 令和３年８月３０日から

令和４年３月１５日まで

・契約金額 ４６，２００，０００円

３. 状況写真

２. システム概要について

・国（気象庁）や県がオンライン上で公開している気象情

報や防災情報を自動収集・集約するシステム。

・導入により、災害に備えた迅速な判断が可能となり、さ

らに市民への防災情報をワンオペレーションで伝達可能

となった。（屋外拡声装置・防災ラジオ・エリアメール等）

・メインディスプレイ ５５インチ×４画面

・電子黒板 ６５インチ

・ワイヤレスマイク ４本 ほか

システムの状況
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長井市庁舎 豪雨被害の軽減措置

新庁舎の駐車場内に雨水貯水槽を設置し、幹線水路の氾濫を抑制しています。

１. 概要

３. 仕様

２. 工事状況 （R2.5.18～R2.10.30, 73,300千円）
新庁舎付近を流れる準用河川砂押川は、豪雨時に氾濫する可能性が高く、
駐車場の雨水処理が大きな課題であった。

貯留材の設置状況

貯水槽設置箇所

貯水槽概要写真

排水桝

砂押川（現在）

雨水の排水計画を検討（外構設計時）

一時的に駐車場地下に貯水し、排水する

【改善策】

貯水槽の完成

埋戻し状況 排水桝の内部

・貯 水 量 ８８３．２m3

・駐車場面積 ５，１６０m2

・排水ポンプ １００A ３．７KW（フロートスイッチにて運転）
（吐出量：１．９m3/min）

氾濫する砂押川
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水害時の避難に関する取り組み（天童市）

水害時の避難に関する取り組みとして、緊急指定避難場所及び指定避難所となる施設等へ
の案内表示板の設置と防災ラジオの無償貸与を実施しています。

案内表示板設置

天童市内で緊急指定避難場所及び指定避難所となっ

ている施設等に、案内表示板を設置。令和３年度は、緊

急指定避難場所となる公園施設４か所に案内表示板設

置工事を行っており、令和４年度には公園施設５か所に

案内表示板の設置を予定しています。

案内表示板写真

防災ラジオの無償貸与

天童市内に住所を有しており、避難行動要支援者に

該当する方、または０．５ｍ以上の浸水想定区域内や土

砂災害警戒区域にお住まいの方を対象とし、防災ラジオ

受信機の無償貸与を行っています。また、公共施設や

自主防災会等への無償貸与を行っており、支援する側

の関係者への情報収集の多様化を図っています。

防災ラジオ受信機
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東根市 『地区防災計画』策定に向けた講習会の実施

マイタイムラインを含む『地区防災計画』の策定に向け、国交省の職員を招き、自主防災会
が講習会を開催。

１. 開催日時・対象

・令和３年11月７日（日） 会場：大堀集落センター

・対 象 ・・・東根市大堀地区自主防災会 約30名

３. 状況写真

２. 講習会について

①『地区防災計画』作成に向け、当市防災専門員より避

難に際しての留意点、避難時における自主防災会の役

割等の説明。

②国土交通省山形河川国道事務所より講師を招き、最

近の豪雨被害の状況、堤防の機能や豪雨等に対する

能力、マイタイムラインの作成についての説明。

⇒講習会実施後・・

令和４年３月に『大堀地区防災計画（案）』策定完了。

さらなる避難体制等の強化を図った。

山形河川国道事務所を招いた講話の様子地区防災計画策定に向けた講話の様子

講習会後、防災会の成果として策定された『地区防災計画』 講習会が「マイタイムライン」の作成につながった
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【南陽市】 防災スマホ教室の開催

１. 開催日時

２. スマホ教室のねらい

■スマートフォンの初歩的な操作方法の教室を開講し、Twitter、ＬＩＮＥ等を用いた災
害時の情報収集を学び、地震や豪雨災害などの自然災害から命を守る、かつ、住
民の避難行動を支援する取組みを実施した。

日 時 令和４年１月２７日（木） 、２月９日（水）、
２月１２日（土） ※各回、２時間程度

会 場 市防災センター 外
対象者 スマートフォンをお持ちの方
受講者 各回２０名ずつ

○地震や豪雨災害など、行政から出される様々な災害情
報の入手手段を学ぶことにより、自分の命を守る避難行
動を支援する。
・安全安心なんよう（ＬＩＮＥ）、公式Ｔｗｉｔｔｅｒと繋がり、アプリ
の特性と使い方を学ぶ。
・Ｆａｃｅｂｏｏｋの活用
・Ｙａｈｏｏ！防災速報アプリの配信情報
・避難所の状況アプリの利用方法を学ぶ

３.状況写真
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【南陽市】 水害対応総合訓練

■近年の大規模な水害発生を考慮し、“命を守る行動”を実践するとともに、水防活動
の即応訓練を実施し、有事即応体制の確立と水防思想の普及啓蒙を図りました。

１. 開催日時・会場

2. 実施内容

3. 状況写真

日 時 令和４年５月１５日（日） 午前７時～１１時３０分
会 場 南陽市役所、吉野川左岸新生橋付近 外
主 催 南陽市・置賜広域行政事務組合南陽消防署

南陽市水防団
参加機関 南陽警察署、エフエム山形
参加者 約１,１００名（避難訓練 約６５０名）

○情報伝達、災害対策本部設置
避難所設置訓練（南陽市）
○情報伝達、安否確認、避難誘導、
一時避難所開設・運営訓練（各地区・自主防災会）
○交通規制、広報訓練（消防団）
○水防訓練（消防署、水防団、地元地区・自主防災会）
○水難救助訓練（南陽消防署救助隊）

※市民一斉避難訓練における住民の避難訓練は、 感染症拡大防止の観点から、
避難所までの避難行動を確認し、水防訓練は参加機関を縮小し実施。
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山辺町 医療的ケア児 災害時避難訓練

医療的ケア児に係る豪雨災害時避難訓練を開催しました。

１. 開催日時・対象

・令和３年１０月２７日（水）

・対 象 医療的ケア児、家族、医師、ソーシャ

ワー カー、看護師、施設関係者、民生委員、山形県、

村山保健所、山辺町

３. 状況写真

２. 避難訓練について

・個別避難計画の作成努力義務化に伴い、医療的ケ

ア児の個別避難計画を策定しました。

計画に基づき、豪雨による高齢者等避難が発令され

たと想定し、指定避難所への避難訓練と、停電発生を

想定した非常用発電機の搬入訓練を行いました。

・避難訓練後は、家族と避難支援者でふりかえりを行

い、個別避難計画を完成させました。

避難訓練の様子

状況写真１

状況写真2
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戸 別 受 信 機 の 無 償 貸 与

令和２年度から運用を開始した防災行政無線（同報系）と同じ放送内容を屋内でも聞くことが

できる戸別受信機について、令和３年度２００台購入し、高齢者世帯に無償貸与を行った。

１．対象者

〇７５歳以上の単身世帯の方

〇対象世帯数：２２３世帯

〇貸与世帯：１６４世帯

２．貸与方法

各地区公民館において操作方法など説明会を開催

し貸与した。

３．今後の対応

令和４年度以降も７５歳以上のみの世帯や戸別受

信機でしかプッシュ型情報配信を得ることができな

い世帯等へ貸与を予定している。

また、スマートフォンアプリ『＠InfoCanal』へ

の登録についても、利用促進していく。
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中山町 防災教育チャレンジプランの実施

令和３年度、減災Days（主宰：細谷真紀子氏）が、防災教育チャレンジプラン実行委員会の主催する採択事業に応募
し、中山町における幼児からの切れ目ない防災教育を題材にしたプランが採択された。

１. 実施日時・対象

・令和３年１０月～令和４年１月

・対 象 保育園（年長児）、小学校２校（５年生）

３. 状況写真

２. 防災教育について

・町内教育機関の協力のもと、減災Daysによる防災教

育が実施された。

・小学校において、自分たちで作るハザードマップやデ

ジタルマップ、段ボールジオラマを使用した授業を実施。

・保育園において、災害時に役立つ運動を行った。

・町、教育委員会、町内教育機関の代表者と減災Days

による中山町防災教育連絡調整会議を令和４年６月２

日に開催し、令和３年度の防災教育の取組み状況の報

告を行った。

・令和４年度も同チャレンジプランの採択を受け、減災

Daysによる同様の防災教育を実施する予定である。

防災教育の様子

状況写真2
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河北町における情報伝達手段の充実・強化の取り組み

■ 町からの防災情報を伝達するための手段として、防災行政無線を繰り返し聞くこと
ができるテレフォンサービスを導入した。
■ 避難情報を確実に届けるため、防災ラジオを配付した。

情報伝達における課題

情報伝達手段の多様化

◆防災行政無線の放送は、豪雨や強風など気象条件
に影響され聞こえない。

◆屋外スピーカーによる放送が共鳴し聞き取りにくい。
◆住宅の騒音対策や気密性が向上し、防災行政無線
による屋外放送が室内では聞こえにくい。

◆防災行政無線、エリアメール、ホームページ、緊急
連絡用無線、広報車による伝達方法に加え、防災
無線の放送内容を聞くことができるテレフォンサービ
ス、登録制メールによる配信を追加した。

◆浸水想定区域内及び土砂災害警戒区域内で立退
き避難が必要な地域に居住する住民に確実に避難
情報を届けるため、高齢者世帯に防災ラジオを無
償貸与した。

今後の進め方

◆災害時における情報発信システムの統合など、防災
情報発信の効率化についての手法を検討する。

◆令和５年６月にテレフォンサービスが終了するため、代
替の方法を検討する。

◆防災ラジオの配付対象者の拡大を検討する。
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河北町 洪水ハザードマップの配布とタイムライン策定の取り組み

■ 災害ハザードマップ（洪水）をＬ２対応に改訂し、全戸に配布した。
■ 台風接近時に国・県、町・水防団、自主防災会・住民がとるべき行動を（タイムライ
ン）を策定し、自主防災組織に普及・啓発した。

洪水ハザードマップの改定

令和元年度に見直したハザードマップを印刷し、町内全
世帯に配布した。
【改定の内容】
洪水浸水想定区域の見直し（Ｌ２対応）
指定避難所等の見直し

国・県から発令される情報や最上川の水位状況により、
町・水防団、自主防災組織・住民がとるべき行動をまと
めた。

◆自主防災組織で行う出前講座で
周知し、地域における災害の危
険性の認識、避難場所、非常持
出し品の備えなどを普及する。

◆高齢者の避難支援を徹底するた
め、包括支援センターと連携し、
直接高齢者と接するケアマネー
ジャーを対象にした説明会を実
施する。

◆町内会版タイムラインの策定支援、
マイタイムライン作成を普及・啓
発する。

◆タイムラインに沿った実践的な訓
練を実施する。

タイムラインの策定

今後の進め方
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河北町 実践的な水防訓練の実施

■ 記録的な大雨により、最上川（下野水位観測所）の水位が上昇していく想定で、水
位の状況に合わせ、各団体・機関がとるべき行動を訓練した。

実施月日・場所 等

◆令和３年５月23日（日）押切地区
◆参加人数202人（町、水防団、押切地区住民（自主防災
会）、寒河江警察署、消防署河北分署、山形河川国道事
務所）

①災害対策本部設置・運営避難情報発令訓練（町）

②広報・警戒、避難誘導・支援訓練（水防団・河北分署）

③避難訓練
（地区住民、押切町内会自主防災会、避難支援者）

避難行動要支援者及び地区住民に対する避難支援訓練、自
主防災会による地区民の安否確認を含めた避難状況確認訓
練。

④警戒、ゴムボート組立訓練（寒河江警察署）

⑤マイタイムラン講習会・災害活動車両の展示（山形河
川国道事務所）

①

②

③

④

⑤
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町道工業団地線側溝改修事業

【現況断面 】 【改修断面】

〇Ｒ２～Ｒ３ 第１工区測量設計

〇Ｒ４.６月中旬 第１工区改修工事入札

〇Ｒ４.９月下旬 第１工区改修工事完了

〇Ｒ４年度中 第２工区測量設計

〇Ｒ５年度 第２工区改修工事

事業スケジュール

令和２年７月豪雨をはじめ短時間高強度の降雨で道路が冠水することから、谷地工業団地の道路排水機能を強化するため、「緊急

自然災害防止対策事業」を活用し、大雨時、既存樋管への排水を分水し、流末の負担を軽減する道路側溝改修事業を行う。

道路用側溝

幅50㎝×深さ50㎝
勾配調整側溝

幅50㎝×深さ50～140㎝

現在の側溝勾配を逆向きに改修し、豪雨時における下流側の浸水

低減を図ります。

側溝

【改修イメージ】

【事業の効果 】

毎分１６ｔ （理論値）の水量低減が見込まれる。

道路

現況勾配

計画勾配

下流側

河北町
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西川町 防災の講習会

町の防災の取り組みについて紹介し、災害への備えと災害発生時の行動等について講習会
を開催しました。

１. 開催日時・対象

・令和３年９月８日（水）

対象 西川小児童

・令和３年１０月２９日（金）

対象 西川中生徒

３. 講習会資料

２. 講習会について

・令和２年７月豪雨で発生した災害を基に、最近の傾向

について話し合いました。

・防災ハザードマップの活用方法について紹介し、災害

への備えや、災害発生時の行動について話し合いまし

た。

・災害発生時の緊急避難ルートや避難場所について各

家庭での話し合いを呼びかけました。

・地域自主防災組織について知り、訓練等への参加を

呼びかけました。

状況写真１

状況写真2
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朝日町 防災講習会

朝日町区長会と連携し、自主防災組織の中心となる区長を対象とした防災講習会を開催し
防災力の強化を図りました。

１. 開催日時・対象

・令和３年11月9日（火）

・対 象 町内全地区区長

３. 状況写真

２. 講習会について
・近年の災害発生状況や、災害時の避難や自主防災組

織の取るべき行動について計画について講習会を開催

しました。また、緊急時の防災行政無線の活用について

も説明を行い、町内全地区においての防災力強化を図

りました。

講習会の様子
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大江町の水防等対策について

大江町では水防等対策についてハザードマップの講演会等の開催やその他必要な活動を
行っています。

１. 開催日時・対象
①令和３年９月１３日（月）

・対 象 さがえ西村山農業協同組合女性部

・内 容 「大江町ハザードマップ講習会」

②令和３年１１月２０日（土）２１日（日）

・対 象 総務課危機管理係職員

・内 容 「日本防災士機構防災士資格取得」

３. 状況写真

２. 講習会について

①大江町のハザードマップについて、講演会を実施した。

講師は総務課危機管理係の職員

②県が主催する日本防災士機構養成講座を総務課危

機管理係職員が受講し資格を取得した。今後の活動に利

活用できるように今後も受講予定している。

【講習会等の様子】

状況写真１

状況写真2
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大石田町 令和４年度取組

避難体制の強化

１. 実施内容

• 各家庭毎の避難計画が基本と

いう観点から、自主防災組織に

よる研修会を7月3日(日)に開催。

（40名参加）

• 昨年度末配付した防災マップに

ついて、住民の方の理解を深め

るため、町職員が講師として説

明した。

• また住民の方（防災士）が講師

となり、マイタイムラインの作成

の講習会を実施した。

↑ 防災マップに収録しているマイタイムラインのページ



新庄市と金山町の連携した広域避難について

上台川氾濫時における地区住民避難先の視察を実施しました。

１. 開催日時・対象

・令和４年７月２日（土） 午前９時から

・対 象 金山町上台地区住民

（区長、消防団、老人クラブなど１８名）

３. 状況写真

２. 大規模水害時等における覚書について（Ｒ３．８締結）

・上台地区と町中心部の間に流れる上台川が、大規模

豪雨などにより増水し、上台地区住民が町中心部への

避難が困難であると判断される場合、昭和活性化セン

ター（新庄市）へ避難が可能となった。

視察の様子

状況写真2

３.実施状況

・避難所開設から避難の流れ、位置情報などを説明した。

・新庄市の協力のもと、避難所までの経路、避難所の設

備などを実際に確認した。
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最上町 取り組み

ハザードマップの更新

• H30.3作成の最上町ハザードマップを令和4年度中に更新し、全戸配布。最新の情報で防災訓練等に

活用。

防災行政無線のデジタル化

赤倉温泉地区の避難通路整備

• 橋の整備については、県事業として令和4年9月の完成を目指している。橋の前後の避難通路の整備

は町の事業となっており、令和4年度末までに、源泉に影響が出ないよう注意しながら完成を目指す。

• R2年度デジタル化により携帯電話での情報取得が可能となったが、高齢者等への伝達が課題。防災

情報を迅速かつ容易に取得できる環境づくりについて検討していく。
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舟形町 消防団による水防訓練

最上川沿いに位置する舟形町堀内字実栗屋地区において、舟形町消防団による水防訓
練（積土のう訓練）が実施された。

１. 開催日時・対象

・令和４年７月３日（日）

・実施主体・・・舟形町消防団

３. 状況写真

２. 事業内容について

・会場となった実栗屋地区は最上川沿いに位置しており、

大雨や最上川の増水により河川の氾らん等が発生すれ

ば大きな被害が予測される地域です。そこで、この被害

を軽減するため、舟形町消防団による水防訓練（積土

のう訓練）が、地元町内会の住民が見守る中実施され

た。このことにより、消防団の技能向上が図られ、また、

地元住民の方に水災に対する強い危機意識を持ってい

ただくことができた。
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真室川町の取組み

令和4年度の取組み。①防災訓練の実施、②防災行政無線戸別受信機の設置、③防災に
関する出前講座の実施。

１. 実施予定内容

①真室川町防災訓練

・令和4年9月18日（日）

・内容は、様々な大規模災害を想定し実施するうち水防に係る訓練

②防災行政無線戸別受信機の設置

・令和4年度事業

③水防に関する出前講座の実施

・令和4年度7月～9月

・町内学校及び地区（自主防災組織）
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鮭川村 可搬式排水ポンプ操作講習会

降雨期に備え、水防訓練の一環として可搬式排水ポンプの操作講習会を開催しました。

１. 開催日時・対象

・令和３年５月３０日（日） 午前８時より正午

・場 所 鮭川村中央公民館隣り多目的グラウンド駐車場

・対 象 鮭川村消防団第１・第２分団団員５２名

３. 状況写真

２. 講習会について

・ポンプ製作所の職員３名を講師に、降雨期に備え、水

防訓練として可搬式排水ポンプの操作講習会を実施し

た。

講習会後は、消防団員各々が習得のため操作訓練に

努めた。

講習会の様子
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高畠町水防訓練

水防訓練を実施しました。

１. 開催日時・対象

・令和４年６月２６日（日）

・水防団、二井宿地区の自主防災組織、二井宿小学校

児童及び保護者

３. 状況写真

２. 水防訓練について

・小学校のグラウンドを会場として、水防訓練を実施しま

した。毎年、小学校を巡回して実施することで、水防団

員の水防技術の習得はもとより、地域における水害へ

の備えの普及啓蒙を目的としています。

・訓練で使用した土嚢は、そのまま小学校グラウンドに

ストックし、水害に備えています。
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R３及びR４の取組状況 【川西町】

総合防災訓練

■川西町地域防災計画に基づき、集中豪雨や大雨が増加する時期に備え、水害への警戒、避難行動確認を目的として実施した。

１. 開催日時・会場 2. 状況写真

開催日時：令和３年８月２９日（日）
午前８時００分～１１時

会 場：川西町大字大舟地内
東沢地区交流センター周辺

参加者：約１００名

対策本部と自主防災組織連携
（Ｗｅｂ会議）

水防工法講習会

土のう作り 改良積み土のう工法 土のう９００個の備蓄

１. 開催日時・会場 2. 状況写真

開催日時：令和４年６月２６日（日）
午前９時００分～１１時

会 場：川西町大字中小松地内
水防倉庫周辺

参加者：約５５名

■梅雨の季節に想定される水害に備えて実施した。消防団幹部や新入団員をはじめ、消防署員、町職員等が参加。
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小国町の減災に係る取組み

■総合防災訓練の実施
令和２年１０月４日、北部地区において実施。台風接近に伴う大雨による土砂災害の危険を
想定し、防災ラジオ等を活用した情報伝達訓練、高齢者等への避難支援を併せた避難訓練、
感染症対策を考慮した避難所設営訓練等を行った。令和３年度については中止。

■防災行政通信システムの運用
屋外スピーカー、防災ラジオ(全戸配布)及びエリアメールにより、情報伝達手段を確保。

■ハザードマップの改訂
想定最大規模の降雨を前提とする洪水浸水想定区域等を反映させた新たなハザードマップ
の作成。（令和３年７月に各世帯に配布し、地元説明会を開催）

1. 実施内容

2.状況写真

総合防災訓練の実施 全戸配布の防災ラジオ ハザードマップの改訂
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R04 白鷹町の取組予定

■ハード対策
○防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布

⇒情報伝達方法の拡充（戸別受信機の配付、一斉配信手段の検討）
○水防活動を支援するための水防資材等の配備 ⇒資機材の備蓄、点検、補充等を随時実施

■ソフト対策
○広域避難計画及び広域避難を考慮したハザードマップの策定周知

⇒Ｌ２対応版策定配布済み(H29) 、広域避難のあり方等に関する情報収集・研究
○より実践的な避難訓練の実施及び要配慮者利用施設の避難計画の作成

⇒個別避難計画の作成の推進
○首長等も参加した実践的な訓練 ⇒令和４年度洪水対応演習参加（5/13）
○関係機関が連携した実働水防訓練の実施 ⇒水防訓練を含む総合防災訓練を実施(10/24)

R03 白鷹町の取組状況

■ハード対策
○防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布

⇒情報伝達方法の拡充（情報配信アプリの導入、戸別受信機の配付）
○水防活動を支援するための水防資材等の配備 ⇒資機材の備蓄、点検、補充等を随時実施

■ソフト対策
○広域避難計画及び広域避難を考慮したハザードマップの策定周知

⇒Ｌ２対応版策定配布済み(H29)
○より実践的な避難訓練の実施及び要配慮者利用施設の避難計画の作成

⇒要配慮者利用施設の避難計画作成の推進
○首長等も参加した実践的な訓練 ⇒総合防災訓練（中止）
○防災出前講座の実施 ⇒ ⇒避難所運営、地区防災計画作成の推進

R03の取組状況とR04の取組予定 【白鷹町】
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飯豊町 防災研修会の開催

自主防災組織の代表者や町民の方に向けて、防災意識の向上を図るため、講習会を開催し
ました。

１. 開催日時・対象

・開催日時 令和３年１２月１１日（土）９：３０～

・対 象 自主防災組織代表者・一般町民

・会 場 めざみの里観光物産館コンベンションホール

３. 状況写真

２. 講習会について

山形県自主防災アドバイザーをお招きし、町民の方に

向けて防災研修会を開催しました。

町内で起こり得る自然災害を例にとりながら、「おらだ

の命は おらだで守る」「おらだの地区は おらだで守る」

という考えのもと、日頃の災害に備えた準備が大切とご

講演いただきました。

また、各自主防災組織や地域ごとに防災マップ作成に

活用できるよう地図を配布しました。

・演題 『おらだがやらねでだれがやる』

・講師 山形県自主防災アドバイザー 齋藤 昭氏

講習会の様子
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R3.7月 町内２か所に土嚢ステーションを整備しました。

一般町民向けの土嚢ステーションを町内2か所に設置しました。
≪実施機関：庄内町≫

設置個所

余目地域： 上朝丸防災備蓄庫 脇
立川地域： 立川総合支所 裏

◆ 一般町民の方も、自由に利用できます

余目地域

立川地域
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遊佐町の水防技術講習会

令和4年5月29日の東北技術水防大会に向けて、水防技術講習会を実施しました。

１. 開催日時・対象

・令和4年3月5日から令和4年5月15日まで

毎週1回 合計12回の訓練を実施

・対 象 ・・・・・・消防団員（水防団員）

３. 状況写真

２. 講習会について

・河川の氾濫、堤防の決壊を想定して、月の輪工法（土

嚢積み）、シート張り工法の訓練を実施し、水防の知識

と技術を身に着けました。

・講習会後は、訓練や大会に参加した団員から全団員

に水防の技術を継承し、災害時には技術を生かせるよ

うに訓練を継続していくこととしました。

講習会・大会の様子

状況写真１

状況写真2
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